
ョ
ン
で
は
、
人
類
が
現
在

直
面
し
て
い
る
気
候
変
動

や
そ
の
他
の
生
態
学
的
問

題
に
焦
点
を
当
て
て
議
論

が
行
わ
れ
た
。
教
職
員
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
メ

ア
リ
ー
・
マ
ッ
キ
ロ
ッ
プ

記
念
礼
拝
堂
で
の
ミ
サ
か

ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
続

い
て
、「
煙
の
式
」
が
行
わ

れ
た
が
、
こ
れ
は
訪
問
者

を
歓
迎
す
る
伝
統
的
な
ア

ボ
リ
ジ
ニ
の
儀
式
で
あ
る
。

　
２
日
目
は
全
て
の
参
加

者
が
一
緒
に
Ａ
Ｃ
Ｕ
の
ラ

イ
ア
ン
講
堂
で
会
議
に
参

加
し
た
。
そ
の
日
の
最
初

の
パ
ネ
ル
討
論
の
テ
ー
マ

は
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

は
何
を
も
っ
て
カ
ト
リ
ッ

ク
た
り
得
る
の
か
？
」
で

あ
っ
た
。
国
際
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
連
盟
の
会
長
で
あ

る
イ
ザ
ベ
ル
・
カ
ペ
ロ
ア

ギ
ル
氏
ら
が
登
壇
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
は
以

下
の
諸
原
理
が
世
界
中
の

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
を
一
つ

に
す
る
と
い
う
考
え
で
一

致
し
て
い
た
。
そ
の
原
理

と
は
、
「
愛
」「
思
い
や

り
」「
共
感
」「
社
会
的
責

任
・
関
与
」「
自
然
環
境
・

地
球
へ
の
慈
し
み
と
愛
」

そ
し
て
「
幅
広
い
分
野
で

学
生
を
養
成
し
批
判
的
で

積
極
的
に
活
動
す
る
思
想

家
を
輩
出
す
る
こ
と
」
で

あ
る
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
が
全
て

の
宗
教
的
信
仰
の
学
生
、

教
職
員
、
そ
し
て
宗
教
的

信
仰
を
持
た
な
い
人
々
を

も
歓
迎
す
る
包
括
的
な
場

所
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

い
た
。
以
下
で
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
の
幾

つ
か
に
つ
い
て
報
告
し
、

会
議
で
体
験
し
た
こ
と
に

つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
を

共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
初
日
、
学
生
た
ち
は
午

前
と
午
後
に
三
つ
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
が
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
ア

ボ
リ
ジ
ニ
の
文
化
に
関
す

る
学
び
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ

っ
た
。
そ
の
他
の
セ
ッ
シ

る
と
同
時
に
、
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
が
愛
と
思
い
や
り

に
基
づ
い
た
倫
理
的
価
値

を
核
と
す
る
場
所
で
あ
る

こ
と
も
繰
り
返
し
言
及
し

た
。
筆
者
は
こ
の
点
に
特

に
感
銘
を
受
け
た
。

　
そ
の
日
の
二
つ
目
の
パ

ネ
ル
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｕ
学
長

の
ズ
ラ
ト
コ
・
ス
ク
ル
ビ

ス
教
授
、
ル
シ
ア
・
シ
ー

リ
ン
グ
教
授
ら
が
登
壇

し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
が

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
必
要
性
に
つ
い
て
議

論
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
た

ち
は
一
致
し
て
、
カ
ト
リ

ッ
ク
大
学
が
地
域
社
会
に

積
極
的
に
関
与
し
、
こ
れ

ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

何
か
を
還
元
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

　
３
日
目
は
、
学
生
の
参

日
本
、
マ
カ
オ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
韓
国
、
台
湾
、
タ

イ
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
学
生

を
含
む
大
学
関
係
者
が
出

席
し
た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
総
会

の
特
徴
の
一
つ
は
、
学
生

が
大
学
の
教
職
員
と
一
緒

に
会
議
に
参
加
す
る
だ
け

で
な
く
、
会
議
の
パ
ネ
ル

討
論
や
行
事
に
深
く
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
だ
。
会
議

の
中
で
も
学
生
が
最
も
重

要
な
参
加
者
で
あ
る
こ
と

が
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て

　
第
30
回
東
南
ア
ジ
ア
・

東
ア
ジ
ア
カ
ト
リ
ッ
ク
大

学
連
合（Ａア

ＳセＥ
Ａア

Ｃッ

クＣＵ
）

の
総
会
が
、
８
月
21
か
ら

24
日
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（
Ａ

Ｃ
Ｕ
、
シ
ド
ニ
ー
）
で
開

催
さ
れ
た
＝
写
真
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
は
、

11
の
国
と
地
域
に
ま
た
が

る
91
の
加
盟
大
学
・
短
大

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
今

年
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
東
テ
ィ
モ

ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

東
南
ア
ジ
ア
・
東
ア
ジ
ア
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　 
大
学
連
合 

第
30
回
総
会
に
出
席
し
て

　
　
　
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
レ
ッ
ド
リ
ッ
ク 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
女
子
大
学
副
学
長
）

寄
稿

加
者
を
含
む
パ
ネ
ル
討
論

か
ら
始
ま
り
、
韓
国
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
台
湾
の
学

生
た
ち
が
社
会
奉
仕
活
動

を
通
じ
た
学
び
「
サ
ー
ビ

ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
経

験
に
つ
い
て
話
し
た
。
学

生
た
ち
が
説
明
し
た
サ
ー

ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
経

験
は
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
が

重
要
視
し
て
い
る
「
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト（
影
響
）」

の
一
部
で
あ
り
、
カ
ト
リ

ッ
ク
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
必
須
部
分
で
あ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

強
く
示
唆
し
て
い
る

　
最
終
日
４
日
目
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
と
教
職
員
の
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

が
含
ま
れ
て
い
た
。
会
議

の
最
も
重
要
な
側
面
の
一

つ
は
、
学
長
、
副
学
長
、

そ
の
他
の
関
係
者
が
他
の

国
の
関
係
者
と
交
流
す
る

点
に
あ
り
、
会
議
中
に
も

幾
つ
か
の
協
定
書
が
署
名

さ
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
友
情

が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
今
回
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｕ
総
会
で
筆
者
が
最
も
感

銘
を
受
け
た
こ
と
の
一
つ

は
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・

シ
』
に
つ
い
て
多
く
の
議

論
が
あ
っ
た
こ
と
だ
。
こ

の
回
勅
は
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
扱
っ
て
い
る
が
、
そ

の
一
つ
は
人
間
に
自
然
環

境
の
扱
い
を
変
え
さ
せ
よ

う
と
す
る
要
求
だ
。 

　
自
然
環
境
へ
の
慈
し
み

と
愛
、
そ
し
て
人
間
へ
の

愛
、
思
い
や
り
、
包
括
性

に
焦
点
を
当
て
て
い
た
こ

と
が
今
回
の
会
議
で
筆
者

に
最
大
の
影
響
を
与
え

た
。
２
０
２
５
年
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
会
議
は
台
湾

の
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
大
学
が

主
催
す
る
予
定
で
、
日
本

か
ら
も
さ
ら
に
多
く
の
大

学
関
係
者
が
参
加
す
る
よ

う
期
待
し
て
い
る
。


